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　オスプレイが名護市安部の浅瀬に墜落して1年目となる12月13日午前10時8分ごろ、米軍普天間飛行場に
所属する海兵隊のCH53E大型輸送ヘリの窓が普天間第二小学校の運動場に落下した。宜野湾署によると窓
は約90センチ四方の金属製の外枠があり、重さは約7.7キロ。アクリル製とみられる透明板が現場に散乱した。
発生時は体育の授業中で児童54人が運動場におり、十数メートルの距離にいた男子児童の左ひじに風圧で飛
んできた物が当たり、痛みを訴えたとのことである。
　12月7日午前10時20分頃にも、同型機であるCH53E大型輸送ヘリからとみられる落下物が、緑ヶ丘保育
園の園舎の屋根に直撃するという事故があったばかりである。これらは、一歩間違えれば人命にかかわる重大
な事故であり、子どもたちの健やかな成長を育む保育・教育現場の安心や安全が崩れる危機的状況である。
　本町議会は、これまでこのような事故が発生するたびに再発防止及び綱紀粛正の徹底を米軍及び関係機関
へ幾度となく申し入れてきたが、またしてもこのような事故が起きたことに対し、事故後の効果ある再発防止策
が講じられているのか甚だ疑問であり、大変遺憾である。
　よって、本町議会は町民の生命、財産、安全を守る立場から落下物事故に対し、厳重に抗議するとともに、下
記事項について速やかに実現するよう強く要請する。

記
1　住宅地域上空での飛行訓練を禁止すること
2　同型ヘリの飛行を即時中止し、事故原因の結果を早急に公表すること
3　全ての米軍機の徹底した点検整備と安全管理の強化を図り、実効性ある再発防止策を確立すること
4　普天間飛行場の早期閉鎖・返還を実現すること
5　日米地位協定を抜本的に改定すること

あて先
　内閣総理大臣　内閣官房長官　外務大臣　防衛大臣　沖縄及び北方対策大臣　沖縄防衛局長 
　駐日米国大使　在日米軍司令官　在日米軍沖縄地域調整官　第3海兵遠征軍司令官　在沖米国総領事

米軍普天間飛行場所属CH53E大型輸送ヘリからの
落下物事故に関する意見書・抗議決議
米軍普天間飛行場所属CH53E大型輸送ヘリからの
落下物事故に関する意見書・抗議決議 全会
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【反対の意見】議会、町広報誌、住民説明会において、町長の陳謝により町民へは充分な説明がなされたと思う。
　　　　　　 今まで副町長が答えた以上のものが出てくるとは信じ難く、ただ蒸し返し混乱するだけに終わると危惧するため、反対。
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（提案理由）
　これまで、本議会は、災害時避難所施設建設中止・（株）西原ファームの債権放棄問題について、予算の一部
修正や一般質問等で問題を追及してきました。その結果、災害時避難施設建設は、建設中止。また、（株）西原
ファームの債権については、放棄を認める事となった。
　この両件について西原町は、独自の住民説明会を開催し、事業主旨・概要や建設中止や債権放棄に至った経
緯等の説明と謝罪を行い、再発防止に向けた取り組みを現在行っています。
　町民から負託をうけた議会の大きな役目は、「行政監視」であり、その状況や結果を町民に説明する責任があります。
　本議会は、両件について、議会としての統一見解を持ち、町民が納得できる説明責任を果たせていないと同時
に、今後このような事が繰り返されないように、行政に対し再発防止の提言もされていないのが現状であります。
議会の立場や目線から調査を行い、その結果を町民と行政に示すべきだと考えます。
よって、「災害時避難所施設建設中止・（株）西原ファームの債権放棄問題調査特別委員会」を設置する。

災害時避難所施設建設中止・㈱西原ファームの
債権放棄問題調査特別委員会設置に関する決議
災害時避難所施設建設中止・㈱西原ファームの
債権放棄問題調査特別委員会設置に関する決議

可
決


